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府政記者クラブ、南丹広域振興局、丹後広域振興局 同時資料配付

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 京都府広報監 まゆまろ

大手スーパーと連携した中 食
なかしょく

世代の健康おばんざいの普及について

令和元年１０月２３日

京都府健康福祉部健康対策課

電話０７５-４１４-４７３８

京都府では、健康寿命の延伸を目指して、府民の皆様が自然に適塩に取組むためのきっかけをつくるこ

とを目的として、府内のスーパーと連携し、スーパーで販売する総菜等に塩分を表示する「きょうと適塩

プロジェクト」を開始します。事業初年度である今年度は、北部地域では「株式会社にしがき」、南部地

域では「株式会社マツモト」の２店舗で実施しますので、お知らせします。

１ 趣旨  

京都府民の食塩摂取量は目標量よりも多く、成人の約７割以上は過剰摂取であることから、府民の皆様

の適塩に対する意識の向上を図るために、スーパーと連携した食の環境整備を実施します。健康づくりに

取組む時間や意識を持たない「働き盛り世代」や「健康無関心層といわれる方々」は、中 食
なかしょく

（市販の総菜

や弁当を食べること）が増えているため、塩分表示を見ていただき、食生活の改善に向けて取り組んでい

ただけることを目的とします。

２ 実施主体

  京都府、府保健所（一部 公益社団法人 京都府栄養士会に委託）

３ 実施店舗・内容等

（１）北部地域

    店舗名：株式会社にしがき 駅前店（京丹後市峰山町杉谷９８１）

    ○適塩POPを活用したわかりやすい塩分表示：令和元年１１月 １日（金）～

    ○適塩イベントの開催

日時：令和元年１１月４日（月・振休）１０時～１３時

     内容：「塩を量ってみよう！重さ当てクイズ」「見て、知って、今日から適塩！展示ブース」

「管理栄養士による適塩相談コーナー」

（２）南部地域

    店舗名：株式会社マツモト 千代川店（亀岡市千代川町２丁目９－１１４－１）

    ○適塩POPを活用したわかりやすい塩分表示：令和元年１１月２３日（土）～

    ○適塩イベントの開催

日時：令和元年１１月２３日（土）１３時～１６時

     内容：「味覚チェックコーナー」「見て、知って、今日から適塩！展示ブース」

「管理栄養士による適塩相談コーナー」
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大手スーパーと連携した中食
なかしょく

世代の健康おばんざいの普及（報告）

                   京都府健康福祉部健康対策課

１ 現状及び課題

    虚血性心疾患対策として高血圧対策が有効であり、減塩対策に取り組む必要があるが、京都府民の食

塩摂取量は多く、目標以上を摂取している府民は約 7 割以上である。

  働き盛り世代や若い世代等個別アプローチが難しい世代に対し、食の環境整備を実施し、減塩対策の

推進を図る。

２ 事業内容

（１）実施体制 健康対策課、府保健所、（一部 公益社団法人京都府栄養士会に委託）

共催 株式会社マツモト(本社：亀岡市)、株式会社にしがき(本社：京丹後市)

（２）実施内容

①スーパーと連携し、中食等のおばんざいに塩分表示を実施する店舗を普及

・スーパーに適塩「食のアドバイザー」を派遣し、販売する総菜等の塩分計算を実施（栄養士会）
  ※事前に来店客のニーズ調査（総菜の利用頻度、味付け、食塩摂取目標量の知識等）の実施

・適塩 POP（塩分量を表示した媒体）を作成（栄養士会に委託）し、店舗のお総菜に掲示

  ②適塩イベントで、適塩POP を活用した正しい食生活に向けたアドバイス等府民への普及啓発  

③その他 共催の２スーパーの担当者への事業前後のアンケートを実施

３ 結果

（１）来店客のニーズ調査の実施（塩分表示実施前）

   ２店舗で来店客に聞き取り調査実施。（回答者：131 人）一般市販総菜の味付けは「濃い」と感

じる者が約半数。食塩摂取目標量を知っている者は約 3～4％と少ない。

（２）塩分表示の実施

適塩 POP の掲示、「適塩 POP 表示総菜と他の食材を組み合わせて適塩できる」ことを普及啓発

総菜に塩分表示        総菜と組み合わせる食材を   適塩 POP と連動した売り場づくり

              隣接して設置

（３）適塩イベントの実施

①来店客への聞き取り調査    （実施者：府栄養士会）

２店舗で来店客へ聞き取り調査を実施（回答者：126 人）。塩分表示を見たものは、52％で

あった。適塩に取り組もうと思う者は 67％であった。

②食生活アドバイス     （実施者：府栄養士会）

  187 名へ適塩「食のアドバイザー」より食生活アドバイスを実施。

  主に、「減塩の工夫」「塩分表示の見方」「外食での減塩のポイント」「市販総菜の組み合

わせ」等のアドバイスを実施。

③適塩啓発ブース    （実施者：府保健所）

北部「塩を量ってみよう！体験コ-ナー」等 51 名、南部「味覚チェックコーナー」等 123 名の

参加があった。

④スーパーへのアンケート調査の実施

表示した総菜は、イベント当日売上増であった。

適塩 POP は、お客様に塩分表示について関心を持って見ていただけた。
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食品ロス削減府民会議講演会について（報告）

令和２年３月

農 政 課

食品ロス量のうち約半分が家庭から発生していることから、府民参加を得て食材

を無駄なく美味しく使い切る方法について学び、家庭でできる食品ロス対策につい

て知識や意識を高める機会として、食品ロス削減府民会議講演会を開催しましたの

で御報告します。

１ 日時 令和２年２月２２日（土）午後２時から４時

２ 場所 KBS ホール

３ 内容

（１）第１部 京都府食品ロス削減府民会議

   報告「京都府における食品ロスの取組等について」

   京都府農林水産部農政課

（２）第２部 講演会

講演「やさしい和食でムダなく美味しく」

   講師 料理研究家 大原 千鶴 氏

４ 参加者

  ２２５名（府民、京都府食品ロス削減府民会議委員）

５ 参加者アンケート（抜粋）

  ９５％の参加者が「とても参考になった」「参考になった」と回答

・食品ロスのことをとても身近に考えることができたので大変よい機会になりま

した。

・料理を楽しく簡単にして、自分も家族も健康になり、フードロスも削減できる

秘訣を学んだので、実践していきたいです。

・今日からすぐできる水つけ野菜の保存方法、出汁の作り方、そして出汁としょ

うゆの展開料理はとても参考になりました。さっそく作ってみたいです。

６ 今後について

  和食を通して食材を無駄なくおいしく使う方法を具体例も交えて講演いただ

き、参加者は家庭で取り組むことができる食品ロス対策を学ぶよい機会になった

と思われる。今後も府民が食品ロスについて学ぶ機会として講演会を開催する。
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～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～

  

京都府広報監 まゆまろ

府政記者室・山城広域振興局 同時資料配付

～明日の宇治茶を担う若手茶業経営者の学びを応援！！～

令和元年度「宇治茶アカデミー」の受講生を募集します

令 和 元 年 １ ０ 月 １ ８ 日

京都府農林水産技術センター

    農 林 セ ン タ ー 茶 業 研 究 所

京都府農林水産部流通・ブランド戦略課

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所では、若手の茶生産者・流通業者等の経

営力や発信力の向上、交流・連携の場づくりのため、「宇治茶アカデミー」を開催しています。

６年目となる今年度は、「経営向上に役立つ実践技術」をテーマに、１１月２２日（金）から全５

回の講座を開講します。

府内で茶の生産、流通・販売やスイーツ等茶加工食品の製造・販売等に関わっている宇治茶の

担い手を対象に、受講生を広く募集しますので、事前の周知及び第１回講座の御取材についてよ

ろしくお願いいたします。

【 概 要 】

１ 日 程 令和元年１１月２２日（金）（第１回）から令和２年２月下旬まで（全５回）

※日程・カリキュラム等詳細は、別添チラシ参照

２ 場 所 茶業研究所（宇治市白川中ノ薗１）及び宇治茶会館（宇治市宇治折居２５－２）

３ 内 容 講演、講演内容を受けての意見交換、お茶の官能検査法の講義・実習 など

４ 対 象 者 意欲ある茶生産者、流通業者及び茶加工商品の製造・販売者など

５ 募集人数 ３０名程度

６ 応募方法 電話、ＦＡＸ、電子メールで茶業研究所あて申込

氏名・所属・住所・連絡先（電話番号、ＦＡＸ、メールアドレス等）を記載のこと

７ 応募締切 令和元年１１月１８日（月）

８ 受 講 料 無 料

９ 主 催 京都府

10 共 催 公益社団法人京都府茶業会議所

申込・お問い合わせ先

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所（担当 瀬
せ

戸谷
と や

、福永
ふくなが

、増田
ますだ

、北尾
きたお

）

TEL 0774-22-5577 FAX 0774-22-5877

電子メール ngc-chaken@pref.kyoto.lg.jp
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府政記者室、経済記者クラブ、都道府県記者クラブ同時資料配付

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～

  

京都府広報監 まゆまろ

東京の ABCクッキングスタジオで京都府産食材を紹介するワークショップ
「京都の食材を身近に！京のプチおもてなしレシピ！」を開催！

令 和 元 年 １ ０ 月 ２ ５ 日
京 都 府 農 林 水 産 部
流 通 ・ ブ ラ ン ド 戦 略 課
（公社）京のふるさと産品協会

                                             

京都府と（公社）京のふるさと産品協会では、京料理の食材として使用される京野菜をはじめと

した京都府産食材を、食に関心が高い首都圏の若者層へＰＲするため、ABCクッキングスタジオ丸

の内グラウンドにおいてワークショップを開催します。

ワークショップでは、京都府産食材の特徴や入手方法の紹介と、ABCクッキングスタジオ（以下、

ABC）が開発した「京のプチおもてなしレシピ」のデモレッスンを行いますので、御取材いただき

ますよう、よろしくお願いいたします。

１ 開催日時：令和元年１１月１日（金）１９時１５分～２１時１５分

２ 開催場所：ABCクッキングスタジオ 丸の内グラウンド

       （東京都千代田区丸の内三丁目1番 1号 国際ビルヂングB2F）

３ 参 加 者：一般消費者 約８０名

４ 内  容：

①京都府産食材の紹介

（畜産物：府内産和牛、水産物：京鰆、京野菜：こえびちゃん、京壬生菜等）

②「京のプチおもてなしレシピ」の紹介（デモレッスン）

・ステーキサラダのオープンサンド（府内産和牛、京みず菜）

・焼き鰆のフラン（京鰆、九条ねぎ、大黒本しめじ）

・和風フライドポテト～ゆかり塩＆黒蜜きなこ～（こえびちゃん）

５ 主  催：京都府、（公社）京のふるさと産品協会

６ 広  報：ABCホームページ

https://www.abc-cooking.co.jp/plus/event/

７ そ の 他：当日取材いただける場合は、令和元年１０月３１日（木）

１７時までに京都府流通・ブランド戦略課までご連絡くだ

さい。

【問い合わせ先】

京都府流通・ブランド戦略課 課長 上原、課長補佐 山川  TEL：075-414-4941

（公社）京のふるさと産品協会 部長 南本        TEL：075-325-0305
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府政記者室・経済記者クラブ・大学記者クラブ、南丹広域振興局 同時資料配付

京都スマート農業祭（まつり）２０１９の出展企業が決まりました！

            

令和元年１０月２５日

京 都 府 農 林 水 産 部  

流通・ブランド戦略課

（一社）京都府農業会議

直進アシスト機能付きトラクタやドローン、リモコン草刈機など、最新のスマー

ト技術を府内農林漁業者等に発信するため、府内外の約５０企業、団体が出展する

展示相談会を開催します。

この度、出展企業・団体が決まりましたのでお知らせします。（別添チラシ参照）

各企業・団体のブース展示に加えて実演を行い多様な技術を紹介しますので、府

民の方への周知と当日の取材をお願いいたします。

１ 日 時：令和元年１１月 １５日（金）１３：３０～１６：００

１６日（土）１０：００～１５：３０

２ 場 所：京都府農林水産技術センター農林センター（亀岡市余部町和久成９）

３ 内 容：

（１）ICT やロボティクス等を活用した最新のスマート技術の実演・展示

◆直進アシスト機能付きトラクタの走行実演

◆ドローンの駆動実演

◆リモコン草刈機による除草

◆鳥獣害おりワナ檻監視システム

◆園芸ハウスの遠隔モニタリング など

（２）講演・研究成果報告

スマート農林水産業に関する情報提供や研究機関による最新の研究開発

状況、実証の取組に関する紹介など

（３）経営相談コーナー

スマート機器・技術の導入や経営改善について専門家がアドバイス

４ 費用等：参加無料、事前申込不要
（※講演については会場準備のため事前申込をお願いします。特に団体でのご来場等席

の確保が必要な方はご協力願います。締切:１１月７日、代表者名・人数・参加希望日を､

(一社)京都府農業会議まで FAX(075-417-6870)、電話（075-417-6888）、またはメール

（http://hirotechs.upper.jp/seminar2019/input_seminar.htm）で申込み下さい。QR コードか

らの申込みも可能です。  ※別途当日受付もいたします。

５ 主 催：京都府、一般社団法人京都府農業会議、近畿農政局

６ 共 催：公益財団法人京都産業２１

７ 協 賛：全国農業協同組合連合会京都府本部

８ 特別協力：京都先端科学大学

（問い合わせ先）
農林水産部流通・ブランド戦略課  蘆田

あしだ

中澤
なかざわ

電話：０７５－４１４－４９６８

一般社団法人京都府農業会議担い手創生部 北山
きたやま

瓜生
うりゅう

  電話：０７５－４１７－６８８８
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府政記者室・山城広域振興局 同時資料配付

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～

  

京都府広報監 まゆまろ

～新時代の宇治茶イノベーションの創出に向けて～
「令和元年度茶業研究所研究報告会」を開催

令 和 ２ 年 １ 月 ３ １ 日

京都府農林水産技術センター

農林センター茶業研究所

農林水産部流通・ブランド戦略課

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所は、宇治茶の生産振興を図るため、

安心安全かつ高品質な茶の生産について研究しています。平成 30 年１月に「新時代の宇治

茶イノベーションの拠点」としてリニューアルオープンし、新時代に対応した宇治茶の価値

・魅力を発信していくこととしています。

この度、令和元年度研究報告会を開催し、てん茶製造の新技術や新しいてん茶飲料の開発、

高品質宇治茶の機能性成分が向上する栽培条件についての報告をします。

府民の皆様へ御周知いただきますとともに、当日の御取材をよろしくお願いいたします。

１ 日時 令和２年２月７日（金）１４：００～１５：００

２ 場所 宇治茶会館 大ホール（宇治市宇治折居25番地2）

３ 内容 （詳細は、別紙参照）

ア 「宇治茶に含まれる機能性成分が増加する栽培条件の検討」    14:05～14:25

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所 技師 北尾
きたお

悠樹
ゆうき

イ 「ここまで来ました～新型てん茶機の開発～」          14:25～14:40

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所 主任研究員 村上
むらかみ

宏
ひろ

亮
あき

ウ 「頭すっきりな毎日を～新てん茶飲料の開発～」         14:40～14:55

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所 専門幹 原口
はらぐち

健司
けんじ

エ 「茶業研究所の取組みについて」                 14:55～15:00

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所 所長   神田
かんだ

真帆
ま ほ

４ 定員 ３００名（入場無料、事前申し込み不要）

※駐車スペースに限りがありますので、できるだけ乗り合わせてご来場ください。

５ その他  なお、当日は 13 時より同じ会場で京都府茶生産協議会主催の茶業研修会が

開催されます。

      「茶業界を取巻く環境と海外の茶業情勢について」

カワサキ機工株式会社   常務取締役   久保
く ぼ

孝則
たかのり

氏

お問合せ先 京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所

      所長 神田
かんだ

真帆
ま ほ

    電話０７７４(２２)５５７７
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